
 

 

Guitar dream NO37-39 に掲載 

 

第 1 回 

ジュリアン・ブリーム本人の寄稿文（1996 年）が掲載されている。 

家庭環境、音楽に関わり始めたころのヨーロッパの状況、その中でのギター界の状況、そして、セゴビア

やジョン・ウイリアムスとの出会い等が、切々と思い出とともに記載されている。 

 

第 2 回 

この論文は、著者が 1984 年にジュリアン・ブリームを交えた博士論文のための諮問によって生まれたも

のである。この時、ブリームは交通事故により腕が粉々になった状態であった。包帯で腕を吊ったブリー

ムから、1944 年から 1951 年（11 歳から 18 歳）までの時期に焦点を当て話をまとめたものである。 

序章として、その当時のイギリスの音楽界の状況、「イギリスに音楽はない」とまで言われ、イギリス人

自身もドイツやイタリアの音楽を称賛している時代背景が説明される。 

 

第 3 回 

当時（1800 年代）、有名だったギタリストは、一人は、キャサリン・ベルツァーで、この若い女性から紡

ぎ出される音楽のすばらしさが絶賛されていたそうである。もう一人が、ジュリオ・レゴンディで、彼の

王子様のような物腰は、女性たちを虜にしたそうである。しかし、1850 年ごろからギター人気は下降線

をたどる。 

その後のヨーロッパにおけるギター界の状況を説明する。ちなみにこの頃、トーレスの開発した大型ギ

ターがギター界に革命をもたらした。アグアドは、この楽器を爪弾きで弾くことで多様な音色が創り出

されると主張したが、ソルをはじめ多くのギター演奏家は反対し、あくまで指頭で弾くべきと異を唱え

たそうである。爪弾きは、その後、ナイロン弦の発達により議論は方向転換し、爪弾き、指頭弾きの両方

が支持されるようになった。 

次に、19 世紀末のイギリスのギター界についての解説が詳細になされる。イギリスを訪れた外国人演奏

家は、リョベート、プジョール、セゴビアであった。しかし、この時点においても、まだイギリスの主流

は外国人ギタリストであった。そのような状況の中、ジュリアン・ブリームという若いイギリスのギタリ

ストが、この困難な状況の中船出することになる。 

 

1 回から 3 回にわたり、時代背景の解説が行われ、本題であるジュリアン・ブリームの話が次号からとい

う段階で、この雑誌は廃刊となる。ちなみのこの論文は、英文の著書として 30 ドルで販売されている。 


